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 探査機「はやぶさ」のような深宇宙探査を目的とした宇宙機等の推進機開発におい

て、高効率、長寿命であることが求められる。プラズマを排出することで推進力を得

る電気推進機は化学推進機に比べ比推力(単位重量の推進剤で単位推力を発生し続け

られる時間)が大きく長期運用に向いており、本研究室ではプラズマと電極が直接接

触しないため長寿命な完全無電極[1]によるプラズマの生成、加速を行う電気推進機

の開発を行っている。電気推進機の開発のためには、排出されるプラズマ流の評価を

行う必要がある。しかし、一般的な評価法であるプローブ法では接触測定であるため

プラズマ流に擾乱を与える恐れがある。そのため本研究では、分光器と衝突輻射モデ

ル(CRモデル)[2-3]を用いることで非接触によるプラズマパラメータを計測し、プロー

ブ法と比較することで評価、検討を行った。また本発表では、CRモデルで用いてい

る電子衝突励起断面積をより信頼性のあるものに変更したことによる計測結果をプ

ローブ法、変更前の結果と比較、検討した。 

 図に大型ヘリコン源(LMD: Large Mirror Device)[4]での計

測結果の一つを示す。Arガス60 sccmにおける投入電力変化

における電子密度の計測結果をプローブ法(青)、CRモデル

の改善前(緑: I (603.2 nm) /I (687.1 nm), I (675.3 nm) /I (751.5 

nm))、改善後(赤: I (603.2 nm) /I (687.1 nm), I (720.7 nm) /I 

(763.5 nm))の結果を示す。電子密度に関しては、断面積を

改善したことにより絶対値に大幅な改善が見られた。 

 本発表では、大型ヘリコン源での他の結果、小型ヘリコン

源(SHD: Small Helicon Device)[5]でのプラズマ径の異なるプ

ラズマでの影響の変化、本研究室で開発されたSHDでの1 mm管高周波プラズマにお

けるプローブ法の適用できない環境での電子密度、電子温度の推定を行った結果につ

いて比較、検討した内容を示す。 
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図: 電子密度結果の比較 


